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１．はじめに 
情報の電子化や Web の発展は文書群の爆発的な

増加と利用可能性の拡大を引き起こし，文書検索

の重要性が高まっている．しかし，従来の検索シ

ステムの多くで採用される検索要求に合致する文

書のリストを返す方法は，利用者にとって検索効

率が必ずしもよくない．一つの解決法として，検

索を行うと同時にその検索結果を分析して提示す

ることが考えられる． 

これまで筆者らは，同種の項目が同じ部分構造

をもつ半構造化文書のある部分構造に対する検索

結果について，ユーザが縦軸横軸として指定した 2
つの項目を観点とするクラスタリングを行い，そ

の分布状況をマトリクス表示する多面的解析シス

テム（以下，本システム）を提案してきた [1,3,4]．
本システムの考え方に近いものに OLAP やバイク

ラスタリングがあるが，これらが扱うのは数値デ

ータである点に大きな違いがある．本システムは

検索結果全体を視覚的にも意味的にも概観できる

という特徴がある．しかし，これまでの実装にお

いては，クラスタ間の結合の強弱が分からないた

め，検索結果全体の分類構造を解釈できない問題

があった． 

本システムは階層的手法によるクラスタリング

を採用しているので，クラスタリングの生成状況

はデンドログラムで表示できる．既に筆者らは電

子情報通信学会で 2003 年以降に開催されたすべて

の研究会における講演のデータに対して本システ

ムを実装している．本稿では，各軸に関するクラ

スタリングの生成状況をデンドログラム表示する

機能を加え，それを用いた検索結果の大局的構造

解析に関する定性的評価について述べる． 

 

２．クラスタリングとデンドログラム 
本システムで採用されているクラスタリング方

法は，凝集型の階層的手法[2]である．与えられた

n 個の文書から k 個のクラスタを生成する手順は次

の通りである．まず 1 個のみの文書からなるクラ

スタ n 個を用意する．次に，しかるべきクラスタ

間の類似度計算を用い，最も類似する 2 個のクラ 

 

 

 

 

 

 
図１ 多面的解析システムの構成 

 
スタを 1 個のクラスタに結合する．この操作をク

ラスタの個数（以下，分割数）が k になるまで繰

り返す．一連のクラスタリングの生成状況はデン

ドログラムと呼ばれる二分木で描くことができる．

デンドログラムを見ることにより，クラスタリン

グにおけるクラスタ間の結合状況が分かる． 

 

３．多面的解析システム 
多面的解析システムは，対象文書の指定された

検索領域に対してキーワード検索を行い，その結

果をユーザが選択した 2 つの観点でクラスタリン

グし，その分布状況を 2 次元マトリクスとして表

示するシステムである（図１）．具体的には，あ

る検索結果が縦軸，横軸のそれぞれ i, j クラスタ

に属しているとき，その検索結果はマトリクスの  
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(i，j)セルの要素となる．マトリクスの表示につい

て，各セルにはそのセルに含まれる検索結果ある

1-395

3D-7

情報処理学会第69回全国大会



いは検索結果数が記されている．あわせて，各ク

ラスタの意味を理解するための特徴語を提示する．

さらに，本稿では分類構造を見るためのデンドロ

グラムを新たに加えている． 

これにより，検索結果全体を意味的に俯瞰し，

各クラスタの特徴語を見て所望のセルを選択する．

また，所望のセルはズーミングあるいは分割数変

更を通じて絞り込みが行える．さらに，縦軸横軸

の観点を自由に切り替えることで，多面的な分析

を可能にする． 

本システムの実装は Perl で記述した CGI プロ

グラムを用いた．ベクトル空間モデルに基づくク

ラスタリングや特徴語抽出を行うため，そのイン

デックスの作成および文書検索は汎用連想計算エ

ンジン（GETA1），クラスタリング計算およびデ

ンドログラム生成は CPAN 2 の perl モジュール 

Algorithm::Cluster を利用している．  

 

４．考 察 
本システムは階層的手法によるクラスタリング

を採用している．1 次元の場合，分割数を 1 増加す

ることはあるクラスタが 2 分割されることを意味

し，比較的容易に分割前後の解釈が行える．一方，

2 次元の場合，分割数を 1 ずつ増やすと 1 つのセル

が最大 4 つのセルに分割されるため，その分割の

解釈は必ずしも容易でない．しかし，デンドログ

ラム表示と連動しながら分析を行うと，セルの分

割状況が見えてくる． 

本稿では電子情報通信学会の講演データを用い

て実装した本システムを例に，デンドログラム表

示の利用について述べる．キーワードとして「ア

ルゴリズム」または「評価」または｢解析｣を含ん

でいる講演について，タイトルを縦軸，抄録を横

軸として 3×3 表示した結果を表１に示す． 
表１のデンドログラム表示から 2×2 表示したと

き，b 行と c 行，A 列と B 列がそれぞれ一つのクラ

スタになることが分かる．逆に，分割数を増加し，

2×2 表示から 3×3 表示にしたとき，次のことが分

かる．縦軸に関して，420 件のクラスタが b 行の 2
件と c 行の 418 件に分割される．表１から b 行につ

いて慢性肝炎に関するタイトルの講演が分割され

たと予想され，実際その通りであった．横軸に関

して，11 件のクラスタが A 列の 4 件と B 列の 7 件

に分割され，この分割の観点は表１で下線を付さ

なかった特徴語にあると予想される．実際のデー

タを見ると，439 件の全検索結果のうち A 列の｢成

長｣，B 列の｢体感｣が抄録に含まれているのはそれ

ぞれ A 列の 4 件，B 列の 7 件のみであった． 
マトリクス表示において，数値や地名等とは異

なる，固定属性をもたない観点を選択した場合， 
 

 

表１ 「アルゴリズム or 評価 or 解析」の検索結果 
  A B C 

439 
11 

  

4 7 
428 

a 19 3 2 14
b 2 0 0 2
c 

 
439 420

418 1 5 412
 

a 検討, モデル, 推定, 一検討, 性能, 分布, ソフトウ

ェア, ハードウェア, sar, ハードウェア動作モデル 

b
対象, 結果, マイニング, ルール, 客観, 指標, 慢

性, 慢性肝炎データマイニング結果, ルール評価支援

手法, 肝炎 

c 検討, システム, 方式, 評価, 手法, ネットワーク, 

解析, 推定, 設計, アルゴリズム 

A データ, モデル, 実際, ソフトウェア, 議論, 信頼, 

発見, 過程, 成長, 実測データ 

B 提案, 評価, 推定, サービス, ユーザ, 品質, 提供, 

映像, 主観, 体感 

C 提案, 本稿, 結果, 可能, 手法, システム, 評価, 研

究, 解析, アルゴリズム 
(注)  A と B で下線を付した特徴語は 2×2 表示における

特徴語であることを表す． 
 
クラスタリング結果が，1 つのクラスタのみ構成要

素数が多く，他のクラスタの構成要素数が少ない

状況がしばしば生じる．この状況はチェイニング

効果[2]と呼ばれ，デンドログラム表示においても

明確に示されていた． 
 
５．まとめと今後の課題 
本稿では，多面的解析システムにおける検索結

果全体の分類構造を把握するため，新たにデンド

ログラムを表示する機能を追加した．そして，デ

ンドログラム表示の観点から分析を行い，分割数

の増加に伴うセルの分割状況が明確になることが

分かった．また，デンドログラム表示の利用によ

り多くの場合でチェイニング効果が現れることが

確認された．今後クラスタリング方法についてさ

まざまな面から検討する必要がある． 
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